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平
成
29
年
３
月
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が

告
示
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
平
成
32
年
度
か

ら
、
中
学
校
で
は
平
成
33
年
度
か
ら
全
面
実

施
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移

行
の
た
め
の
期
間
が
４
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
小
学
校
で
は「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」、

さ
ら
に
、
３・
４
年
生
で
は
「
外
国
語
活
動
」

が
始
ま
り
ま
す
。

「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」

　
平
成
27
年
３
月
、
こ
れ
ま
で
小
・
中
学
校
で

週
１
時
間
行
わ
れ
て
き
た
「
道
徳
」
の
時
間
を

「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
と
し
て
新
た
に
位
置

付
け
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。「
答
え
が
一

つ
で
は
な
い
課
題
に
子
ど
も
た
ち
が
道
徳
的
に

向
き
合
い
、
考
え
、
議
論
す
る
」
こ
と
を
通
じ
、

児
童
生
徒
の
道
徳
性
を
育
む
こ
と
な
ど
を
ね
ら

い
と
し
て
い
ま
す
。

　
道
徳
は
、
学
級
担
任
が
担
当
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
数
値
な
ど
に
よ

る
評
価
は
な
じ
ま
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な

ど
、
各
教
科
に
な
い
側
面
が
あ
る
た
め
、「
特

別
の
教
科
」
と
い
う
新
た
な
枠
組
み
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
教
科
化
に
伴
う
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お

り
で
す
。

社
会
教
育
は
暮
ら
し
の
な
か
に

　
皆
さ
ん
は
、
地
域
の
活
動
で
公
民
館
や
図
書

館
、
博
物
館
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
社
会
教
育
施
設
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
学
習
施

設
で
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
育
成
会
、
自
治
会
な
ど
が
行
う

活
動
は
社
会
教
育
の
活
動
と
い
え
ま
す
。

　
学
校
教
育
は
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て

学
習
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
社
会
教
育
に

求
め
ら
れ
る
あ
り
方
は
、
地
域
の
風
土
や
人
々

の
暮
ら
し
に
合
わ
せ
て
様
々
に
変
化
し
う
る
も

の
で
す
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
で
社
会
教
育
活
動
や

そ
れ
を
支
援
す
る
行
政
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
。
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
、
様
々
な

立
場
の
市
民
の
代
表
者
で
あ
る
「
社
会
教
育
委

員
」
に
は
、
日
常
の
活
動
と
と
も
に
、
行
政
へ

提
言
を
行
う
な
ど
の
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
９
月
末
、
前
期
の
社
会
教
育
委
員
協
議

会（
任
期
・
平
成
27
年
10
月
１
日
～
平
成
29
年
９

月
30
日
）か
ら
教
育
委
員
会
へ
、活
動
報
告
書「
実

践
す
る
社
会
教
育
委
員
の
新
た
な
期
待
と
誓
い
」

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
道
徳
の
教
科
書
を
使
用
し
ま
す
。

②
い
じ
め
の
問
題
へ
の
対
応
を
充
実
さ
せ
、
子

ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
を
よ
り
一
層
踏
ま
え

た
授
業
を
行
い
ま
す
。

③
問
題
解
決
的
な
学
習
や
体
験
的
な
学
習
な
ど

を
取
り
入
れ
た
授
業
を
行
い
ま
す
。

④
数
値
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
の
心
の
成
長
の

様
子
を
認
め
、
励
ま
す
評
価
を
文
章
で
行
い

ま
す
。

「
外
国
語
活
動
」

　
３・
４
年
生
は
、
年
間
15
単
位
時
間
、
外
国

語
活
動
を
行
い
ま
す
。
教
材
は
文
部
科
学
省
が

作
成
し
て
い
る
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た

も
の
を
一
部
分
使
用
し
ま
す
。

　
世
界
に
は
様
々
な
言
葉
が
あ
り
、
日
本
語
と

は
言
葉
の
成
り
立
ち
や
音
声
に
違
い
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
身
の
回
り
に
あ
る

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
気
付
く
こ
と
や
ま
と
ま
り

の
あ
る
話
を
聞
く
こ
と
を
通
じ
て
、
文
字
の
読

み
方
や
特
有
の
表
現
に
慣
れ
親
し
み
ま
す
。

　
５・
６
年
生
は
、
年
間
の
学
習
時
間
が
15
単

位
時
間
増
え
、
50
単
位
時
間
行
い
ま
す
。
新
し

い
「
外
国
語
科
」
の
内
容
を
一
部
扱
い
、
現
行

教
材
と
新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
た
教
材
を

併
用
し
、
中
学
校
と
の
接
続
を
踏
ま
え
た
言
語

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
変
化
の
激
し
い
現
代
社
会
で
は
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
、
そ
し
て
行
政
が
手
を
取
り
合
っ
て
、

よ
り
一
層
、
地
域
の
教
育
力
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
社
会
教
育
活
動
に
よ
り
地
域
に
生
ま
れ
た
絆

は
、
や
が
て
教
育
に
と
ど
ま
ら
ず
、
様
々
な
分

野
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
10
月
１
日
か
ら
、
新
た
な
社
会
教
育
委
員
21

名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
課
題
や
ニ
ー

ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
行
政
と
地
域
を
つ
な
ぐ
社

会
教
育
委
員
の
活
動
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
た

�

移
行
期
間
が
始
ま
り
ま
す

市民の代表、公募委員も活躍中！

ご
存
知
で
す
か
？
　
社
会
教
育
委
員
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川
越
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
活
動
が
、「
平
成
29
年
度
『
地

域
学
校
協
働
活
動
』
推
進
に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受

賞
し
、
12
月
７
日
、
文
部
科
学
省
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
サ
ポ
ー

ト
本
部
長
と
地
区
委
員
長
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
表
彰

は
、「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
の
う
ち
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る

活
動
の
功
績
を
称
え
る
も
の
で
す
。
市
内
児
童
生
徒
の
志
高
く
健

や
か
な
心
身
の
成
長
の
た
め
、
地
域
の
協
力
の
も
と
、
幅
広
く
活

動
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

表
彰
に
至
り
ま
し
た
。

　
受
賞
の
報
告
を
川
越
市

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
本
部
会

議
に
て
委
員
に
報
告
し
た

と
こ
ろ
、
各
地
区
の
委
員

長
は
「
長
年
続
け
て
き
て

よ
か
っ
た
」
と
こ
れ
ま
で
の

活
動
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

を
共
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

川
越
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

　
川
越
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
人
間

性
や
社
会
性
な
ど
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
、人
と
人
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
体
制
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
市
内
を
14
の

地
区
に
分
け
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
及
び
社
会
教
育
施
設
が
連
携・

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
は
今
年
で
14
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
内
容
は
、
学
校
教
育
を
支
援
す
る
こ
と
で
子
ど

も
た
ち
を
育
て
る
「
学
校
応
援
団
活
動
」
と
、
様
々
な
体
験
活
動

を
提
供
し
、
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
「
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

事
業
」
を
２
本
の
柱
と
し
て
い
ま
す
。「
学
校
応
援
団
活
動
」
で
は
、

児
童
生
徒
の
登
下
校
の
見
守
り
、
学
校
フ
ァ
ー
ム
等
の
整

備
、
家
庭
科
の
ミ
シ
ン
補
助
、
生
活
科
に
お
け
る
田
植
え

体
験
等
、
各
学
校
で
多
種
多
様
な
活
動
が
頻
繁
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。「
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業
」
で
は
、

子
ど
も
文
化
祭
、
ホ
タ
ル
観
賞
会
、
寺
子
屋
教
室
、
料
理

教
室
等
、
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
度
末
に
は
、
活

動
内
容
を
広
く
周
知

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

の
活
動
内
容
を
更
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
川
越
子
ど
も

サ
ポ
ー
ト
発
表
会
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
川
越
の
よ
さ
や
地

域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
題

材
に
、
市
内
児
童
生
徒

が
作
成
し
た
新
聞
・
絵

画
・
作
文
を
募
集
し
展

示
・
発
表
・
表
彰
ま
で

を
行
う
子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
コ
ン
ク
ー
ル
「
小
江

戸
見
っ
け
隊
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

川
越
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
活
動
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

子どもサポート発表
会で表彰された作品
をはじめ、３つの部
門（作文・絵画・新聞）
の応募全作品1,523
点を展示します。

期　日　２月21日（水）～２月25日（日）
時　間　午前９時から午後５時まで

※�最終日は午後３時までなので、入場
は午後２時30分までにお願いします。

会　場　川越市立美術館市民ギャラリー
　　　　（川越市郭町2－30－1）

子どもたちのために、学校・家庭・地域が連携
して取り組む「川越・地域子どもサポート事業」。
より良い活動を目指し、それぞれの取組が紹介さ
れます。
期　日　２月17日（土）
時　間　午前９時30分から午前11時45分まで
会　場　川越市やまぶき会館
＜主な内容＞
●今年度の活動発表（芳野・中央北・霞ケ関地区）
　他の11地区の活動をスライドショーで紹介
●�子どもサポートコンクール「小江戸見っけ隊」
金賞受賞者の発表・表彰
●入賞者の作品40点をロビーに展示

左から山田地区委員長・中島利一さん、
サポート本部長・遠藤克弥さん、中央南
地区委員長・奈良明英さん

芳野地区
「こんにちは赤ちゃん事業」

大東地区
「子どもフェスティバル」

子どもサポートコンクール

「小江戸見っけ隊」全作品展示会川越子どもサポート発表会

問い合わせ　地域教育支援課　℡　224-6086

子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て
は
地
域
教
育

支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲写真は昨年度の様子です


